
今月の主な内容

●市民の警察官・善意の表彰…4～5 ●市議会定例会開催…6 ●タウントピックス…10 ●タウンインフォメーション…15

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲園児たちが元気に泥田遊び
5月28日（火）、下里幼稚園（松本朗園長）の園児たちが、田中雅裕さん（西笠原）にご提供いただいた田んぼで泥遊び
を楽しみました。

加西TMO構想」を認定（2～3ページ）
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特特　　集集
「加西TMO構想」

を認定

賑
わ　
い　
の　
あ
る
ま
ち
加
西
を
目
指
し
て

│　
「
加
西　
Ｔ　
Ｍ　
Ｏ　
構
想
」　
を　
認
定
│

２００２年６月号（No.４５５）

Ｔ
Ｍ
Ｏ
っ
て
？
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｔ
Ｍ
Ｏ
（

）
と

は
中
心
市
街
地
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
ま
ち
づ
く
り

を
総
合
的
に
運
営
・
管
理
す
る
機
関
で
あ
り
、
様
々
な

団
体
の
参
加
す
る
ま
ち
の
運
営
を
横
断
的
か
つ
総
合
的

に
調
整
し
、
時
に
は
事
業
主
体
に
も
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
　
①
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
、
Ｔ
Ｍ

Ｏ
計
画
策
定
の
支
援
　
②
各
種
事
業
に
つ
い
て
の
企
画

立
案
　
③
民
間
事
業
主
体
の
発
掘
　
④
必
要
な
人
材
、

資
金
、
設
備
、
情
報
な
ど
の
調
達
の
４
点
で
す
。

加
西
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
の
基
本
方
針
…
…
…
…
…
…

①
「
加
西
市
の
魅
力
を
前
面
に
打
ち
出
し
ま
す
!

」

②
「
人
が
行
き
来
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
!

」

③
「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
る
事
業
を
選
択
し
ま
す
!

」

④
「
確
実
性
の
あ
る
事
業
手
順
で
進
め
ま
す
!

」

以
上
の
基
本
方
針
に
従
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

今後の予定… T M O（加西商工会議所）と事業実施者が共同で事業ごとに事業内容、事業費の
内訳、資金調達方法などを明確に記載する「T M O計画」を作成し、事業実施していきま
す。今年度は具体的な企画運営について検討を行う組織の設立準備を行います。市も積極
的な支援を行っていきますので、みなさんのご理解・ご協力をお願いします。

加
西
市
は
、
加
西
商
工
会
議
所
会
頭
に
よ
る
申
請
を
受
け
、
平
成
14
年
３
月
29
日
に

「
中
心
市
街
地
に
お
け
る
市
街
地
の
整
備
改
善
お
よ
び
商
業
等
の
活
性
化
の
一
体
的
推

進
に
関
す
る
法
律
（
中
心
市
街
地
活
性
化
法
）」
に
基
づ
き
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る

商
業
な
ど
の
活
性
化
策
を
示
し
た
加
西
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
を
認
定
し
ま
し
た
。
こ
の
認
定

に
よ
り
、
加
西
商
工
会
議
所
が
Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
な
り
、
国
や
県
、
市
の
補
助
を
受
け
な
が

ら
商
店
街
や
ま
ち
づ
く
り
組
織
の
支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

推
進
体
制
…
…
…
…
…
…

………… 個　　別　　事　　業 …………

事　　業　　名 事　　業　　内　　容

テナントミックス商業床取得事業

総合支援事業

空店舗利用推進事業

個店改装事業

イベント等支援事業

多機能カードシステム開発事業

多機能カードシステム導入事業

高齢者等が利用しやすいまちづくり
のための事業

宅配御用聞き事業

花と歴史のまち加西事業

エコシティ加西事業

まちづくり情報誌発刊事業

PR総合推進事業

サイバーシティ加西事業

加西コミュニティFM事業

特産物開発支援事業

コンセンサス形成事業

※上記事業を可能なことから着手し、徐々に大きな事業へと進めていきます。

・再開発ビル内及び周辺地区の空店舗にテナントを誘致
・駐車場整備

・駐車場整備

・新規就業者等の出店を推進し、出店者への情報提供や
店舗の斡旋、経営指導等

・店舗の改装を行い、商店街の魅力をUP

・商店街等でイベント等を行い集客力をUP

・大福帳カードの多機能化や新カードシステムの充実

・開発したカードの各店への導入

・宅配システム作成、福祉バス、IT技術の活性等により
高齢者等にやさしいまちづくり

・合同で宅配事業を行うことにより消費者が自宅にいな
がら購買することができるシステム作り

・花・歴史を中心とした加西のイメージ作り

・まちの美観保全やリサイクル意識の向上によりイメージ
UP

・経営者の意識向上、消費者へのアピールのため定期的
に情報誌を発刊

・加西市の観光や商店街のPR活動の集約

・加西市関連のホームページの集約

・FM局の開局・運営

・特産物の開発支援

・まちづくり検討組織の設立

もっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっともっと



２００２年６月号（No.４５５）

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
企
画
運
営
に
関
し
て
市
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
聞
き
、
利
用
者
の

皆
様
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
施
設
と
す
る
た
め
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
都
市
整
備

部
市
街
地
整
備
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
都
市
整
備
部
市
街
地
整
備
課

（
電
話
42
│
８
７
５
４
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
１
９
９
８

メ
ー
ル

）

問合先 市街地整備課（電話42-８７５４）・加西商工会議所（電話42-０４１６）
市街地整備課ホームページ http://www.city.kasai.hyogo.jp/gyosei/toshi/shigaichi/index.htm

全国的に、中心市街地活性化への熱い

高まりがあり、加西市でも、平成1 2年に市街

地活性化基本計画が策定され、今回、加西

商工会議所でＴＭＯ構想を策定し、認定を

受けました。

古くから商業の地として栄えた街並みも、

これまで半世紀に及ぶ経済の成長により、郊

外型商業集積がすすみ、中心部の空洞化

により、寂れた住環境となり、昔日の面影が

薄れたことから、平成1 5年春完成を目指す、

市街地再開発ビル“アスティアかさい”との

提携を深めて、古い町と新しい町との融合を

もとに、中心市街地の統合活性化をすすめ

ていきたいと思っています。

策定しました、ＴＭＯ構想をもとに、加西

の玄関口としての中心市街地が活性化して、

蘇ることに期待をよせています。

ＴＭＯ構想策定委員会

委員長　植 田 茂 夫

新しいまちづくり
への思い

将 来 像 図

「市民参画都市宣言」の今、個性的で魅

力あるまちづくりを実現するには、市民と行政

のパートナーシップが大切です。まさに自治体

間の競争が始まっています。「私はこんなまち

に住みたいのですが・…。」要望だけではなく、

自発的な発想と行動が必要なのです。

幸い、加西市には、まちの活性化に対す

る取り組みが民間で数多く実施されています。

今後はそれぞれの事業が情報交換でき、より

連携を取りながら、最大の成果を得られるよう

にコーディネートできる、又、行政との橋渡し

を行い全体をとりまとめていく機関が必要にな

ってきました。ＴＭＯとは「まちづくり応援団」

としての機関なのです。中心市街地活性化

は、加西市全体の課題です。

このシステムが加西市に認定され「ＴＭＯ

（タウンマネージメント）構想」のもと、新しい

まちづくりが、まさに発信しようとしています。

ＴＭＯ構想策定検討部会

部会長　宮 本 博 文

まちに新しいシステムが
やってきた!!
（ＴＭＯ認定）
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「
地
域
交
流　
セ　
ン　
タ　
ー　
」　
の　
モ　
ニ　
タ　
ー　
募
集
…
…
…
…
…
…
…
…
…



永年の善行をたたえて
─ 市民の警察官・善意の表彰 ─

市
民
の
警
察
官
に
は
、
長
谷
川

極
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

善
意
の
表
彰
と
し
て
、
善
行
の
あ

っ
た
個
人
に
贈
る
「
か
し
の
木
賞
」

を
13
名
に
、
団
体
に
贈
る
「
サ
ル

ビ
ア
賞
」
を
４
団
体
に
贈
り
、
永

年
の
善
行
を
た
た
え
ま
し
た
。

石
　
　
芳
博
（
51
歳
・
西
谷
）

○
青
少
年
健
全
育
成
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

昭
和
48
年
か
ら
市
野
外
活
動
指

導
員
、
昭
和
53
年
か
ら
日
本
キ
ャ

ン
プ
協
会
指
導
員
、
そ
の
他
様
々

な
役
職
を
兼
務
さ
れ
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

誉
田
真
壽
美
（
63
歳
・
池
上
）

○
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動

平
成
２
年
か
ら
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
加
西
地
区
協
議
会
の
役

員
と
し
て
、
福
祉
施
設
等
の
行
事

か　
し　
の　
木
賞　
（
個
人
）

支
援
や
奉
仕
活
動
を
さ
れ
、
福
祉

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

菅
野
　
ト
シ
（
69
歳
・
繁
昌
）

○
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

平
成
３
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
、
永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
福

祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

高
橋
美
佐
子
（
79
歳
・
畑
）

○
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

平
成
３
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

辻
　
美
千
代
（
68
歳
・
中
富
）

○
介
助　
・　
給
食　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
活
動

平
成
３
年
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

平
成
６
年
か
ら
は
給
食
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
向
け
情
報
紙
の
代
表
と
し

て
永
年
に
わ
た
り
高
齢
者
福
祉
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

６
月
１
日

（土）
善
意
の
日
、
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
で
、
公
共
の
安
全
と
社

会
正
義
確
立
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
加
西
警
察
署
の
警
察
官
の
顕
著
な
功

労
を
顕
彰
す
る
「
平
成
14
年
度
市
民
の
警
察
官
表
彰
」
と
、
奉
仕
活
動
を

通
じ
て
こ
こ
ろ
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す

る
「
平
成
14
年
度
善
意
の
表
彰
」
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受賞者のみなさん
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内
藤
　
幾
次
（
71
歳
・
広
原
）

内
藤
　
信
子
（
66
歳
・
広
原
）

○
病
院
へ
の
送
迎
及
び
介
助
活
動

13
年
前
か
ら
病
院
に
行
き
た
く

て
も
行
け
な
い
高
齢
者
の
通
院
介

助
と
送
迎
、
及
び
入
院
し
て
い
る

高
齢
者
の
介
護
を
さ
れ
、
福
祉
の

向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

中
植
　
　
修
（
71
歳
・
馬
渡
谷
）

○
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動

平
成
２
年
か
ら
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
加
西
地
区
協
議
会
の
役

員
と
し
て
、
福
祉
施
設
等
の
行
事

支
援
や
奉
仕
活
動
を
さ
れ
、
福
祉

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

西
脇
　
真
澄
（
67
歳
・
網
引
）

○
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動

平
成
２
年
か
ら
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
加
西
地
区
協
議
会
の
役

員
と
し
て
、
福
祉
施
設
等
の
行
事

支
援
や
奉
仕
活
動
を
さ
れ
、
福
祉

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

野
田
な
つ
ゑ
（
87
歳
・
北
条
）

○
神
社
の
清
掃
奉
仕
活
動

30
年
以
上
前
か
ら
大
歳
神
社
及

び
そ
の
周
辺
の
清
掃
奉
仕
活
動
を

続
け
ら
れ
、
環
境
美
化
に
努
め
ら

れ
て
い
る
。

三
木
　
直
樹
（
37
歳
・
西
脇
市
）

○
日
本
語
教
育　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
活
動

平
成
５
年
９
月
の
「
か
さ
い
日

本
語
ク
ラ
ス
」
の
立
ち
上
げ
に
尽

力
さ
れ
、
以
後
９
年
間
、
日
本
語

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
。

森
田
　
省
三
（
81
歳
・
北
条
）

○
神
社　
の　
清
掃
奉
仕
及　
び　
防
犯
活
動

30
年
以
上
前
か
ら
大
歳
神
社
の

清
掃
奉
仕
活
動
を
続
け
な
が
ら
、

不
審
者
に
対
し
て
注
意
を
払
わ
れ
、

環
境
美
化
と
防
犯
に
努
め
ら
れ
て

い
る
。

山
本
　
宗
子
（
64
歳
・
西
南
）

○
福
祉
施
設
へ
の
訪
問
活
動

平
成
２
年
か
ら
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
加
西
地
区
協
議
会
の
役

員
と
し
て
、
福
祉
施
設
等
の
行
事

支
援
や
奉
仕
活
動
を
さ
れ
、
福
祉

の
向
上
に
寄
与
さ
れ
て
い
る
。

小
谷
区
3
隣
保

○
環
境
美
化
活
動

30
年
ほ
ど
前
か
ら
３
隣
保
８
戸

の
内
、
２
戸
ず
つ
が
当
番
制
で
よ

ば
り
こ
き
地
蔵
と
脇
地
蔵
の
合
わ

せ
て
４
体
の
掃
除
や
供
花
の
世
話

を
さ
れ
、
環
境
美
化
に
努
め
ら
れ

て
い
る
。

サ　
ル　
ビ　
ア　
賞
（
団
体
）

新
生
精
機
㈱

○
献
血
の
善
意
協
力

昭
和
47
年
よ
り
献
血
事
業
に
協

力
さ
れ
て
以
降
、
毎
年
継
続
し
て

実
施
（
24
回
）
さ
れ
、
献
血
の
推

進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

玉
野
町
老
人
会

○
環
境
美
化
活
動

昭
和
50
年
頃
か
ら
年
３
回
、
文

化
財
と
そ
の
周
辺
等
の
清
掃
・
草

刈
及
び
児
童
館
の
花
壇
の
管
理
に

力
を
注
が
れ
、
環
境
美
化
に
努
め

ら
れ
て
い
る
。

㈱
野
田
製
作
所

○
献
血
の
善
意
協
力

昭
和
53
年
よ
り
献
血
事
業
に
協

力
さ
れ
て
以
降
、
毎
年
継
続
し
て

実
施
（
25
回
）
さ
れ
、
献
血
の
推

進
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

（
各
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

長
谷
川
巡
査
部
長
は
、
平
成
11

年
３
月
加
西
警
察
署
地
域
課
、
同

年
10
月
か
ら
刑
事
課
捜
査
係
主
任

と
し
て
配
属
以
来
、
旺
盛
な
勤
務

意
欲
と
正
義
感
で
、
日
夜
、
多
発

す
る
犯
罪
に
率
先
し
て
立
ち
向
か

い
、
粘
り
強
い
捜
査
を
展
開
し
な

が
ら
、
多
数
の
事
件
を
解
決
さ
れ
、

加西警察署刑事課強行盗犯係

巡査部長 長谷川　極
きわみ

ご夫妻

市市民民のの警警察察官官表表彰彰

地
域
住
民
の
安
全
と
財
産
の
保
護

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
立
場
に
立
っ
て

の
業
務
推
進
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

人
柄
は
温
厚
誠
実
で
、
部
内
外
に

わ
た
っ
て
信
頼
さ
れ
る
警
察
官
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

２００２年６月号（No.４５５）
5
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２００２年６月号（No.４５５）

議会の新しい役員・委員
◎…委員長　○…副委員長

議　　長　杉本信彦 副 議 長　井上芳弘

監査委員　西村　衛

◎高見　忍　◯高井寿郎　　亀田実雄　　森元清蔵

後藤千明　　増田一美　　友藤雄彦　　石井　勝

議会運営委員会

常 任 委 員 会

総　務
◎森元清蔵　◯後藤千明　　亀田実雄

増田一美　　高井寿郎　　黒田広之
高見　忍

厚　生
◎繁田　基　◯森田博美　　桜井光男

西村　衛　　山下光昭　　西川正一
西浦　徹

建設経済
◎友藤雄彦　◯織田重美　　井上芳弘

澤中正春　　杉本信彦　　仲田忠雄　　
石井　勝

特 別 委 員 会

行政改革
◎西川正一　◯西浦　徹　　桜井光男

山下光昭　　後藤千明　　増田一美
友藤雄彦　　黒田広之

環境保全
対　　策

幼保一元化

◎織田重美　◯石井　勝　　井上芳弘
森元清蔵　　西村　衛　　森田博美
繁田　基　　高井寿郎

◎澤中正春　◯桜井光男　　亀田実雄
後藤千明　　森田博美　　杉本信彦
仲田忠雄　　高見　忍　　

第
１
９
０
回
加
西
市
議
会
定

例
会
が
、
６
月
３
日

（月）
か
ら
21

日
（金）

ま
で
の
19
日
間
の
日
程
で

開
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
市
議
会
で
は
、

議
長
、
副
議
長
な
ど
の
議
会
の

各
役
員
、
各
種
委
員
会
委
員
の

改
選
を
は
じ
め
、
報
告
２
件
、

人
事
案
件
３
件
、
条
例
関
係
１

件
、
契
約
案
件
等
３
件
を
提
出

し
審
議
中
で
す
。

9
議
案
を
審
議

市
議
会
定
例
会
開
催

議
会
役
員
、
委
員
会
委
員
を
改
選

副議長に

井上芳弘氏

議長に

杉本信彦氏

�　（
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
2
名
）

昭
和
53
年　
４　
月　
２　
日
以
降　
に　
生　
ま　

れ　
た　
方　
で　
学
校
教
育
法　
に　
よ　
る　
短
期

大
学
以
上　
を　
卒
業
又　
は　
平
成
15
年　
３　

月
31
日　
ま　
で　
に　
卒
業
見
込　
み　
の　
方　
で　

保
育
士
資
格　
と　
幼
稚
園
教
諭
免
許　

の　
両
方　
を　
有　
す　
る　
方
又　
は　
平
成
15
年　

３　
月
31
日　
ま　
で　
に　
同
資
格　
と　
同
免
許　

の　
両
方　
を　
取
得
見
込　
み　
の　
方

〈
受
験
手
続
き
に
必
要
な
も
の
〉

※
全
職
種
共
通

①
受
験
申
込
書　
（
本
市
所
定　
の　
も　
の　
）

②
受
験
票
（
本
市
所
定
の
も
の
）

③
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
卒
業
証
明
書
又
は

卒
業
見
込
証
明
書

④
最
終
学
校
（
学
校
教
育
法
に
よ

る
学
校
）
の
成
績
証
明
書

※
保
健
師
、　
保
育
士　
・　
幼
稚
園
教
諭

◎
保
健
師
の
受
験
者
は
免
許
の
写

（
但
し
、
平
成
15
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方
は
不
要
）

◎
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
受
験

者
は
各
々
の
資
格
、
免
許
の
写

（
但
し
、
平
成
15
年
３
月
31
日
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
方
は
不
要
）

〈
受
付
期
間
及
び
受
付
時
間
〉

平
成
14
年
７
月
１
日

（月）
〜
７
月

11
日

（木）
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
10
分

※
郵
送
に
よ
る
受
験
申
込
み
は
受

付
し
ま
せ
ん
。
本
人
又
は
代
理

人
が
持
参
し
て
下
さ
い
。

〈
試
験
日
〉

①
筆
記
試
験

７
月
28
日

（日）

･
試
験
場
所

市
役
所

②
面
接
試
験

７
月
30
日

（火）

予

備

日

７
月
31
日

（水）

・
面
接
場
所

市
民
会
館

③
実
技
試
験
（
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
の
み
）

７
月
30
日

（火）

・
試
験
場
所

市
民
会
館

〈
要
項
配
布
、　
申
込
及
び
問
合
先
〉

総
務
課
人
事
係　
（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

加加
西西
市市
職職
員員
募募
集集

平
成
15
年
度
採
用

市　
で　
は　
平
成
15
年
４
月
採
用　
の　
市

職
員　
を　
次　
の　
と　
お　
り
募
集　
し　
ま　
す
。

〈
採
用
職
種
・
人
員
・
受
験
資
格
〉

�　（
事
務
8
名
）

昭
和
53
年　
４　
月　
２　
日　
か　
ら　
昭
和
58

年　
４　
月　
１　
日　
ま　
で　
に　
生　
ま　
れ　
た　
方

�　（
保
健
師
1
名
）

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
保
健
師
の
免
許
を

有
す
る
方
又
は
平
成
15
年
３
月
31

日
ま
で
に
同
免
許
を
取
得
見
込
み

の
方

業
　
務

ご
み
収
集
業
務
の
補
助

募
集
人
員

２
名

期
　
間

７
月
１
日

（月）
〜
８
月
30

日
（金）

※
但
し
、
土
日
祝
日
は
休
み

勤
務
時
間

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
４
時
15
分

時
　
給

１，　
２
２
５
円

業
務
内
容
問
合
先

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
電
話
46
│
０
６
０
２
）

申
込
先

総
務
課
人
事
係

（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

学
生　
ア　
ル　
バ　
イ　
ト　
募
集
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〔
保
険
税
の
決
め
方
〕

そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費

か
ら
、
受
診
の
際
に
患
者
が
負
担

す
る
自
己
負
担
分
と
国
な
ど
の
補

助
金
を
除
い
た
額
が
保
険
税
の
額

に
な
り
ま
す
。
各
世
帯
に
対
す
る

保
険
税
は
所
得
割
額
、
均
等
割
額
、

平
等
割
額
を
基
準
と
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

に　
つ　
い　
て

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
〜
64
歳
の
方
が
い
る
世
帯

に
は
、
医
療
分
の
保
険
税
に
介
護

分
の
保
険
料
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

65
歳
以
上
に
な
る
と
介
護
保
険
料

は
国
民
健
康
保
険
税
と
は
別
に
納

め
ま
す
。
39
歳
ま
で
の
方
は
介
護

分
の
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〔
保
険
税
の
納
期
〕

保
険
税
は
次
の
納
期
で
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

７
月
・
８
月
・
９
月
・
10
月

11
月
・
12
月
・
翌
年
１
月
・

２
月
（
計
８
回
）

保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
世
帯

主
に
あ
る
の
で
通
知
書
は
世
帯
主

に
送
ら
れ
ま
す
。

〔
保
険
税
の
軽
減
〕

所
得
が
決
め
ら
れ
た
基
準
を
下

回
る
場
合
、
保
険
税
が
減
額
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は

世
帯
全
員
の
所
得
の
把
握
が
必
要

な
た
め
、
必
ず
所
得
の
申
告
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

〔
保
険
税
を
滞
納
し
た
場
合
〕

保
険
税
を
特
別
な
理
由
も
な
く

滞
納
す
る
と
、
資
格
証
明
書
の
交

付
や
差
押
な
ど
の
滞
納
処
分
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
資
格
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
と
、
国
民

健
康
保
険
の
給
付
が
制
限
さ
れ
医

療
機
関
で
の
医
療
費
負
担
が
い
っ

た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
に
入
院
し
た
場
合
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
食

事
療
養
費
の
標
準
負
担
額
の
、
非

課
税
世
帯
の
老
人
保
健
対
象
者
に

は
入
院
時
一
部
負
担
金
の
減
額
制

度
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。
申
請

に
よ
り
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
老
人
保

健
受
給
者
証
（
老
人
保
健
対
象
者
）、

市
町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
（
14

年
１
月
２
日
以
降
に
加
西
市
に
転

入
し
た
方
）
を
持
参
し
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
５
月
31
日

（金）
ま
で
の
認

定
証
を
お
持
ち
の
方
は
改
め
て
申

請
の
手
続
き
を
し
て
、
期
限
経
過

後
は
そ
の
認
定
証
を
お
返
し
く
だ

さ
い
。

入
院
時
負
担
額　
の　

減
額
制
度　
の　
ご　
利
用　
を

受
診
さ
れ
る
と
き
は
、
必
ず
新

し
い
受
給
者
証
と
健
康
保
険
証
を

病
院
、
診
療
所
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

の
は
、
前
年
の
所
得
が
別
表
の
限

度
額
以
下
で
、
次
に
該
当
す
る
方

で
す
。（　
但　
し　
、　乳
幼
児
医
療　
の　
０　
歳

児　
は　
所
得
制
限　
が　
あ　
り　
ま　
せ　
ん　
。　）　

老
　
人

満
65
歳
〜
69
歳

障
害
者

65
歳
未
満
の
方
で
身
体

障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
、
及
び
療

育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
�
判
定
の
方

母
子
家
庭
等

満
18
歳
未
満
（
高

校
卒
業
ま
で
）
の
母
子
家
庭
及
び

父
子
家
庭
の
親
と
子
供
、
及
び
満

18
歳
未
満
の
遺
児

乳
幼
児

義
務
教
育
就
学
前
の
乳

幼
児
　

右
記
に
該
当
し
、
ま
だ
申
請
手

続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
急
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

保
険
課
国
保
医
療
係

（
電
話
42
│
８
７
２
１
）

国国
民民
健健
康康
保保
険　険　
か　か　
ら　ら　
お　お　
知知
ら　ら　
せせ

所得割 所得に応じて計算

（医療分）課税所得×

（介護分）課税所得×

均等割 加入人数により計算

（医療分）25,000円　（介護分）5,300円

平等割 １世帯いくらと計算

（医療分）29,000円　（介護分）3,100円

※14年度所得限度額は変わる予定です。

平成13年度福祉医療所得制限限度額表

区
　
分

扶養親

族の数

0
1
2
3

0
1
2
3

0
1
2
3
4

受給者本人

市町村民税非課税
又は

合計所得金額
145万円以下

4,596,000
4,976,000
5,356,000
5,736,000

1,540,000
1,920,000
2,300,000
2,680,000

4,600,000
4,980,000
5,360,000
5,740,000
6,120,000

6,287,000
6,536,000
6,749,000
6,962,000

受給者の配偶者及び
扶 養 義 務 者
幼 児 保 護 者

（母子・父子等）

老
　
人

障
害
者

母
子　
・　
父
子
等

乳
幼
児

（人） （円） （円）

7
月
1
日
か　
ら

新
し　
い　
福
祉
医
療
受
給
者
証　
に　
か　
わ　
り
ま　
す

7
100

0.74
100
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◆
男
女
共
同
参
画　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　
考　

え　
る　
会　
の　
委
員
（
5
名
）

現
在
建
設
中
の
駅
前
再
開
発
ビ

ル
「
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
」
に
、

来
春
オ
ー
プ
ン
予
定
の
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
の
内
容
や
運
営
方

法
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
意

見
・
ア
イ
デ
ア
で
、
活
気
あ
ふ
れ
、

た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
活

用
で
き
る
男
女
共
同
参
画
の
拠
点

を
創
造
し
ま
し
ょ
う
。

◆
非
営
利
公
益
市
民
活
動
促
進
委

員
会
委
員
（
3
名
以
内
）

市
内
に
は
、
約
１
０
０
団
体
も

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
市
民
活

動
団
体
が
活
躍
さ
れ
、
市
民
が
公

益
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
団
体
が
、
さ

ら
に
積
極
的
、
自
立
的

に
公
益
活
動
を
展
開
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
、

独
自
に
公
益
団
体
と
し

て
認
定
す
る
基
準
や
支

援
内
容
、「
加
西
版
Ｎ

Ｐ
Ｏ
」
の
制
度
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
中
心
と
し
て
、
地

域
住
民
の
要
求
に
応
え

る
市
民
団
体
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
確
立
し
、
市

民
団
体
と
行
政
が
協
働

男
女
共
同
参
画　
セ　
ン　
タ　
ー　
を
考
え　
る　
会　
の　
委
員　
＆　

非
営
利
公
益
市
民
活
動
促
進
委
員
会
委
員
を
募
集

あ　
な　
た　
の　
意
見　
が　
加
西　
を　
創　
る
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　
│　

公募委員の募集

で
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

任
　
期

平
成
14
年
７
月
末
〜
平

成
15
年
２
月
末
（
予
定
）

会
　
議

約
２
時
間
程
度
の
会
議

を
３
回
予
定

応
募
資
格

20
歳
以
上
の
加
西
市

民
で
男
女
共
同
参
画
や
市
民
活
動

に
関
心
の
あ
る
方

応
募
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
、
連
絡
先
電
話
番
号
、

応
募
の
動
機
（
４
０
０
字
以
内
）、

（
市
民
活
動
促
進
委
員
に
つ
い
て
は

２
０
０
字
以
内
）
と
所
属
団
体
名

（
あ
れ
ば
）
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
、
い
ず

れ
か
の
方
法
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

締
　
切

７
月
10
日

（水）

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
先

〒
６
７
５
│
２

３
９
５
加
西
市
役
所
　
市
民
参
画

推
進
室
（
�
�
８
７
５
１

）

対
　
象

加
西
市
に
在
住
も
し
く

は
勤
務
の
18
歳
以
上
（
高
校
生
不

可
）
の
方
で
、
受
講
後
は
Ｉ
Ｔ
リ

ー
ダ
ー
と
な
り
、
駅
前
再
開
発
ビ

ル
完
成
後
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

等
を
拠
点
に
市
民
の
Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
に

興
味
と
意
欲
が
あ
る
方
。

内
　
容

Ｉ
Ｔ
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
の
能
力
の
習
得
を
目
指

し
ま
す
。

○
パ
ソ
コ
ン
一
般
知
識

○
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｄ
）

○
表
計
算
ソ
フ
ト
（
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
）

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
一
般
知
識

○
情
報
倫
理
、
法
制
度

○
指
導
方
法
、
模
擬
指
導
、
討
議

日
　
程

１
コ
ー
ス

（
６
時
間
×
４
日
）

８
月
24
日

（土）
、
25
日

（日）
、
９
月

８
日

（日）
、
14
日

（土）

時
間
は
各
日
と
も
９
時
00
分
〜

16
時
00
分

場
　
所

善
防
公
民
館

定
　
員

20
名
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
方
法

申
込
期
間
６
月
24
日

（月）
〜
８
月
２
日

（金）

次
の
申
込
先
に
て
申
込
希
望
者

本
人
か
ら
の
電
話
で
の
み
先
着
順

で
受
付
し
ま
す
。

（
受
付
時
間
は
土
・
日
・
休
日
を
除

く
平
日
９
時
00
分
〜
17
時
00
分
）

申
込
先
・
問
合
先

情
報
推
進
室

（
電
話
42
│
８
７
０
３
）
詳
細
情
報

に　
つ　
い　
て　
は　
加
西
市　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

Ｉ　Ｉ　
Ｔ　Ｔ　
リ　リ　
ー　ー　
ダ　ダ　
ー　ー　
養養
成成
講講
座座

受
講
者
募
集
…
…
…
…

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
・
パ
ソ
コ
ン
操
作
等
の
相
談
・
指
導
の
た
め

に
必
要
な
技
能
と
技
法
を
習
得
し
、
市
民
の
Ｉ
Ｔ
実
践
を
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
Ｉ
Ｔ
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で
す
。
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２００２年６月号（No.４５５）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

期
　
間

☆
劇
団
に
よ
る
公
演

９
月
１
日

（日）
〜
29
日

（日）

10
時
30
分
〜
15
時

☆
風
呂
の
利
用　

９
月
１
日

（日）
〜
29
日

（日）

10
時
〜
18
時
30
分

※
た　
だ　
し　
、　
公
演
・
風
呂
と
も
毎
週

月
曜
日
と
９
月
15
日

（日）
は
休
業

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

市
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
等
10
名

以
上
の
団
体
で
利
用
で
き
ま
す
。

予
約
申
し
込
み
は
、
７
月
３
日

（水）
〜
31
日

（水）
の
間
に
、
社
会
福
祉

協
議
会
総
務
課
窓
口
で
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
申
込

不
可
）

い　
こ　
い　
の　
場
、　
ふ　
れ　
あ　
い　
の　
場　
へ　
で　
か　
け　
ま　
し　
ょ　
う　
!!

敬
老
月
間　
ふ　
る　
さ　
と
福
祉
事
業

敬老月間ふるさと福祉事業
ボランティアさん大募集!!

（期間限定）

敬老月間（9月）に、あなたの

やさしい“まごころ”をお待ちし

ます。

活動内容は、高齢者の話し相手、

湯茶の接待、会場や座布団の整理

整頓等です。あいた時間を、高齢

者との交流に役立ててみません

か。

送
迎
バ
ス
の
申
込申込先：加西市ボランティア

市民活動センター

電話43－8133

〔開催日〕8月4日（日）（雨天は11日） 〔会　場〕加西市役所一般駐車場（メイン会場）及び周辺

ボランティアスタッフ募集!

～ みんなでおまつりをつくりたい ～
あなたのできる分野でお手伝いください。

★申込・問合先 加西サイサイまつり実行委員会事務局

（電話０７０－５６５２－８６６７　ＦＡＸ42-２３８２　E-MAIL  yubi@sannet.ne.jp）
加西サイサイまつり祭典委員会事務局

〒６７５－２３９５　加西市北条町横尾１０００　加西市役所商工観光課内（電話42-８７４０）

�メイン会場ボランティア…メイン会場での案内・誘導・警備　

�キッズボランティア…迷子のお世話やファミリーダンス・キッズ

おみこしパレードの誘導などちびっこのお助け隊

�踊りボランティア…花車の運転・誘導・ダンスチームの受

付・案内・サポートなど踊りチームのお助け隊

�サイサイまつりありがとうボランティア…当日の夜、翌日の

会場周辺のゴミ拾いなど。

�駐車誘導ボランティア…駐車場への誘導など

�福祉ボランティア…高齢者の方などへの会場でのサポート

など。

�激写ボランティア…おまつりの記録（写真・ビデオ等）

�着付け直しボランティア…ゆかたの着付け直しなど

…… 当日プログラム ……
〔市民グラウンド〕

8：00～12：00 市民ゲートボール大会
〔メイン会場〕

8：30～ チャリティーバザー
〔市民会館文化ホール〕

13：00～15：00 劇団「おおきな木」公演
〔メイン会場〕

17：00～ 夜の部オープニング〔アカペラ〕
播州加西あばれ太鼓
キッズおみこしパレード
ファミリーダンス
兵庫県警察音楽隊演奏

18：30～ セレモニー・観光国際親善使節発表
19：00～ 花彩 夜さ来い 人祭オープニング

夜さ来い・踊りコンテスト
21：00～ 総踊り（加西音頭･よっちょれ）

花彩はなび
21：50～ グランドフィナーレ

〔市役所周辺サブ会場〕

17：00～ 夜さ来いパフォーマンス

夜さ来い・踊りコンテスト

出場チーム募集中!



Town Topics Town Topics Town Topics

北条町駅に思い出の手形を

　北条鉄道（古角哲夫部長）の「子どもの頃の手

形を陶板に」という呼びかけに、5月18日（土）

と19日（日）を中心に170人の子供たちが、粘土

に手形を押しメッセージを書きました。この陶板

は北条町駅から交通広場に通じる歩行路の壁面に

貼り付けられる予定です。

「看護の日」に看護体験

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

加西インター周辺をきれいに
根日女花倶楽部始動

　5月28日（火）、29日（水）の2日間、県教委の進める「いきいき学校」

応援授業の一環として、

富田小学校（阿部佳也

校長）の4年生31名が、

同校出身の絵本作家

永田萠さんを先生に迎

え絵本作りに挑戦。め

いめいが考えた独創的

なお話に絵を加え、

「世界に１冊しかない

｢絵本」を作り上げまし

た。

永田萠さんが母校で教壇に

　市内各小学校や幼稚園で交通安全

教室が開かれ、小学校3校ではトラ

ック協会北播支部青年部のみなさん

のご協力で大型トラックとダミー人

形を使った巻き込みや衝突の実験が

行われました。（写真は富田小学校）

　また、市内の全幼稚園を対象に、

加西交通安全協会婦人部のみなさん

が園児にわかりやすいようにと手作

りの人形劇で交通安全を訴えました。

みんなで考える交通安全教室

　5月12日（日）市民会館で、市制35周年記念事業「伝統芸能フェスティバ

ル」が行われ、市内17団体がその継承に力を注ぐ伝統芸能を披露されました。

加西の伝統芸能が集結
―伝統芸能フェスティバル―

夏はすぐそこ！さあプール掃除

　5月26日（日）、フラワーセンターを訪れた方々に、ボーイ

スカウト加西第1団（丸本優委員長）のみなさん20名から、市

内小学5年生（510人）が書いた手紙や市の花サルビアの種等

が手渡されました。昨年度は約100人の方からお返事をいただ

いています。

―さわやかキャンペーン―
花の街“かさい”をPR

　「花咲く街かどづくり事業」の一環として、5月

25日（土）曽根自治区花壇同好会のみなさん14名が、

同区内の花壇にペチュニアやポーチュラカ等色とりど

りの花を植えられました。「がんばっていろんな花を

一年中咲かせていきたい。」と代表の喜田茂文さん。

花のまち加西を目指して

　5月17日（金）市役所多目的ホールで、兵庫県

北播磨県民局から田邊陽一企画調整部参事を講師

に迎え、「市町村合併研修会」が開催され、一般的

な市町村合併の長所と短所や加西市における合併

の可能性等についての講演が行われました。

市町村合併勉強会

　 5月 12日

（日）天理教加

西支部

のみなさん200

名が毎年恒例と

なっている加西

病院周辺の清掃

奉仕作業を行わ

れました。

天理教奉仕活動

　5月26日（日）、根日女花倶楽部主催で、県道中北条線沿線の

花壇の草引きと加西インターの花壇整理が行われました。当日は

加西の玄関口をきれいにしようと同倶楽部の方々約30名が参加。

「夏までにきれいに

花を植えたいです。」

と岩井泰三代表。

野上部と国正部が優勝　―消防操法大会―

　6月2日（日）加西

中学校グラウンドに

おいて、消防団員と

して必要な規律と、

消防技術の向上を図

ることを目的とし加

西市消防団消防操法

大会が開催されまし

た。自動車ポンプ7

隊、小型動力ポンプ

17隊で競技が行われ

ました。

　自動車ポンプの部

では国正部（写真上）、

小型動力ポンプの部

では野上部（写真下）

がそれぞれ優勝しま

した。

　市内の小中学校で

今夏のプール開きを

前に、子ども達がプ

ール掃除に汗を流し

ました。

　5月11日（土）、加西病院で

は「ふれあい看護体験＆コンサ

ート」を実施。市内小中高校や

連合婦人会から40人が看護職

場を体験。午後には、病院職員

コーラス部と北条中学校吹奏楽

部の皆さんが入院患者さんにこ

の日のために特訓した成果を披

露しました。

写真は、九会小学校

　　（西村忠昭校長）

播州石場つき唄 客席を使って披露された網引の獅子舞

（切貫信一支部長）
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☆心を耕す「愛の詩」☆

子どもを想い、親を想い、ふるさとを想う「愛」のメッセージ第3回「愛の詩」

から今回優秀賞を受賞された田中みどりさん（茨城県）の作品を紹介します。

「心残り」

父さんには最後まで言えなかったけど、どうしても謝りたいことがあります。

それは父さんのために上手な嘘がつけなかった事です。検査のためという

名目で入院したあの日、まるで父さんに残された時間のカウントダウンが始ま

ったようでとても悲しかった。でも同時に「これは何かの間違いであってほし

い」心の中で必死にそう叫んでいました。病室では、めいめいが自分のテレビ

を持ち込んで枕元に置いていました。それまで大のテレビ好きだった父さんに、

「テレビ持ってくるから。」と言ったら「すぐに帰れるんだからいらないよ。」そ

う断られましたね。検査が終わればすぐに家に帰れる、そう信じきっている父

さんに上手な嘘が見つからなくて、それ以上何も言えませんでした。「俺は悪

い病気で、入院が長びくのか」父さんにそう悟られるのが、ただただ怖かった

んです。でも、大好きな相撲だけは、向かいの人のベッドの脇で見せてもらっ

ていましたね。

あの時の父さんの、遠慮したその背中が切なくて、涙が出そうになりまし

た。

もっと父さんの身になって、逃げずに必死で向き合っていたら、あんな肩身

の狭い思いをさせずに済んだのに、いくら悔やんでも悔やみきれません。冷た

くなった父さんは、あれほど帰りたがった家でゆっくり休むと、一人静かに旅

立って行きましたね。あの大雪の日から七年、夢の中の父さんはいつもにこに

こ笑っているだけです。でもどうしても聞きたいんです。こんな私、許してく

れますか。

愛と人権

繁
昌
廃
寺
は
奈
良
時
代
前
期

（
約
千
三
百
年
前
）
に
創
建
さ
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
、
普
光
寺
川
西
岸

の
段
丘
上
に
建
て
ら
れ
た
古
代
寺

院
跡
で
す
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
南
北
百
五

十
六
メ
ー
ト
ル
、
東
西
八
十
四
メ

ー
ト
ル
以
上
に
も
及
ぶ
寺じ

域い
き

が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
調
査
で
は

金こ
ん

堂ど
う

、
西さ

い

塔と
う

、
講こ

う

堂ど
う

、
北ほ

く

面め
ん

築つ
い

地じ

な
ど
の
伽が

藍ら
ん

跡
が
大
量
の
瓦
と
と

も
に
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

廃
寺
に
隣
接
す
る
乎お

疑ぎ

原は
ら

神
社

に
残
さ
れ
て
い
た
奈
良
期
の
石
造

五ご

尊そ
ん

像ぞ
う

（
市
指
定
文
化
財
）
は
こ

の
繁
昌
廃
寺
に
ま
つ
ら
れ
て
い
た

石
造
仏
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
廃
寺
西
方
の
台
地
斜
面

に
は
こ
の
古
代
の
寺
の
屋
根
瓦
を

焼
い
て
い
た
尼
ヶ
池
窯
跡
、
山
ノ

脇
窯
跡
、
天
神
山
窯
跡
が
発
見
さ

110

繁
昌
廃
寺

は
ん
じ
ょ
う
は
い
じ

…
繁
昌
町

瓦
と
石せ

き

仏ぶ
つ

と
窯か

ま

跡あ
と

と
!

奈
良
時
代
前
期
の
廃
寺
跡

1. 繁昌廃寺　2. 尼ケ池窯跡
3. 山ノ脇窯跡　4. 天神山窯跡

学
校
週　
５　
日
制　
に　
よ　

る　
授
業
時
数　
の　
減
少　
に　

よ　
る　
学
力　
の　
低
下　
が　
懸
念　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
が　
、　
本
校　
で　
は　
、　
新
学
習　
シ　
ス　

テ　
ム　
の　
活
用　
に　
よ　
り
算
数
科　
で　
次　
の　

よ　
う
な　
取　
り
組　
み　
を　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

①　
３　
年
生
以
上　
の　
少
人
数
指
導

基
礎　
・　
基
本　
を　
確
実　
に　
定
着　
さ　
せ　

る　
た　
め　
に　
、　
教
え　
る　
子　
ど　
も　
を　
少
人

数　
に　
し　
て　
、　
き　
め　
細　

か　
な　
指
導　
を　
す　
る　
こ　

と　
が　
よ　
り
効
果
的　
で　

あ　
る　
と　
考
え　
ま　
す
。　

そ　
こ　
で　
、　
本
校　
で　
は　

本
年
度　
よ　
り
、　
算
数　

を　
指
導　
す　
る　
上　
で　
３　

年
生
以
上　
の　
学
級　
を　

二
分　
し　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　

学
級
13  
〜　
16
人　
の　
少

人
数
授
業　
を　
行　
っ　
て　
い　

ま　
す
。　

子　
ど　
も　
た　
ち　
か　
ら　
、　「
今　
ま　
で　
よ　
り
、　

よ　
く
分　
か　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
た　
。」　「
算

数　
が　
好
き　
に　
な　
っ　
た　
。」　「
授
業　
が　
待　

ち　
遠　
し　
い　
。」　
と　
い　
う
声　
が　
聞　
か　
れ　
大

変
好
評　
で　
す
。　
ま　
た　
、　
教
師　
に　
も　
心　

の　
余
裕　
が　
で　
き　
、　
一
人　
ひ　
と　
り　
を　
し　

っ　
か　
り　
と　
見
据
え　
な　
が　
ら　
指
導　
が　
で　

き　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
授
業　
を　
工
夫　
し　
、　
子　

ど　
も　
た　
ち　
が　
意
欲
的　
に　
学
習　
に　
取　
り

組　
め　
る　
よ　
う　
に　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
考
え　

て　
い　
ま　
す
。　

②
習
熟　
を　
図　
る　
時
間　
の　
特
設

年
間　
に　
15
時
間
程
度　
で　
す　
が　
、　
金

曜
日　
の　
第　
６　
校
時　
に　
算
数　
の　
習
熟　
を　

図　
る　
た　
め　
に　
、　
基
礎　
の　
時
間　
を　
設　
け　

て　
い　
ま　
す
。　
こ　
の　
時
間　
で　
は　
、　
授
業
中　

に　
分　
か　
り　
に　
く　
か　
っ　
た　
と　
こ　
ろ　
を　
再
学

習　
し　
た　
り
、　
先
生　
や　

友
達　
に　
聞　
い　
て　
よ　
り

確　
か　
な　
も　
の　
に　
し　
て　

い　
き　
ま　
す
。　
こ　
の　
時

間　
は　
、　
抜　
け　
た　
教
材　

の　
補
充　
を　
し　
た　
り
、　

新　
し　
い　
内
容　
に　
進　
ん　

だ　
り　
す　
る　
こ　
と　
は　
し　

な　
い　
で　
、　
既　
に　
学
習　

し　
た　
こ　
と　
を　
定
着　
さ　

せ　
習
熟　
を　
図　
る　
た　
め　

の　
学
習　
を　
し　
ま　
す
。　
時　
に　
は　
プ　
リ　
ン　

ト　
や　
ド　
リ　
ル　
に　
よ　
る　
学
習　
を　
行
う　
こ　

と　
も　
あ　
り　
ま　
す
。　

こ　
こ　
で　
は　
算
数
科　
の　
こ　
と　
を　
主　
に　

述　
べ　
ま　
し　
た　
が　
、　
こ　
の　
他　
に　
も　
国
語　
の　

基
礎
学
力　
を　
養
う
た　
め　
に　
、　
朝　
の　
15

分
間　
「
読
書　
の　
時
間
」　
を　
設　
け
、　
火

曜
日　
か　
ら　
金
曜
日　
ま　
で　
、　
全
校
一
斉　

に　
読
書　
に　
取　
り
組　
ん　
で　
い　
ま　
す
。　

基
礎
学
力　
の　
向
上
を　
め　
ざ
し　
て

加加
西西
市市
立立
北北
条条
東東
小小
学学
校校

軒瓦

れ
、
発
掘
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
瓦
は
県
の
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。

２００２年６月号（No.４５５）
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平
成　
12
年　
11
月　
よ　
り　
ヘ　
リ　
コ　
バ　
ク　
タ　
ー　
ピ　
ロ　
リ　

（
以
下　
ピ　
ロ　
リ　
菌
）　
の　
感
染
診
断　
と　
除
菌
治
療　

が　
、　
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍　
の　
患
者　
さ　
ん　
を　
対

象　
と　
し　
て　
保
険
診
療　
で　
可
能　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

ピ　
ロ　
リ　
菌　
は　
約
0.5  
×
３

の　
Ｓ　
字
状　
の　
大
き　

さ　
で　
、　
体　
の　
一
方　
の　
は　
し　
に　
３　
〜　
５　
本　
の　
べ　
ん　
毛　

を　
持　
ち　
、　
ヘ　
リ　
コ　
プ　
タ　
ー　
の　
よ　
う　
に　
胃　
の　
中　
を　
活

発　
に　
移
動　
し　
ま　
す
。　
昔　
か　
ら　
胃　
は　
強
酸　
の　
た　

め　
、　
細
菌　
は　
い　
な　
い　
と　
信　
じ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
は　
ウ　
レ　
ア　
ー　
ゼ　
と　
い　
う
酵

素　
で　
、　
胃
酸　
を　
中
和　
し　
て　
身　
を　
守　
り
、　
胃　
の　

粘
膜　
を　
栄
養
分　
と　
し　
て　
住　
み　
つ　
き　
、　
胃
炎　
や　

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍　
を　
引
き　
起　
こ　
す
場
合　
が　

あ　
り　
ま　
す
。　
ま　
た　
、　
ピ　
ロ　
リ　
菌
以
外　
に　
お　
酒　
や　

タ　
バ　
コ　
、　
過
度　
の　
ス　
ト　
レ　
ス　
等　
が　
潰
瘍　
の　
原
因　
に　

な　
る　
こ　
と　
も　
あ　
り　
ま　
す
。　

日
本
人　
の　
ピ　
ロ　
リ　
菌
感
染
者　
の　
数　
は　
約　
６　
０　

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

食中毒の９割以上は細菌等の微生物に

よるものです。食中毒は、細菌が食べ物

の中で増えたり毒素を出して起こります。

食品の味や臭いが変わることはまれで、風

味に変化がなくても食中毒は起こるという認

識が大切です。

食中毒は年中発生し、気温が高くなる

６月～９月は特に増加します。この時期は

食中毒の原因菌が増えるのに適した気温

で、不衛生な取り扱い等、条件が重なる

と発生しやすく注意が必要です。

予防の３原則は原因細菌を「つけない」

「増やさない」「やっつける」です。

主なポイントは

1．つけない…生肉・生魚等に付いていた

細菌が調理者の手指や調理器具を介して

他の食品を汚染してしまうことがあります。

①こまめに手洗いをする。②まな板は

「下ごしらえ用」と「仕上げ用」に分け使

用後の食器は洗剤と流水でよく洗う。

2．増やさない…細菌は温度管理が悪い

と増えます。①生鮮食品は購入後できるだ

け早く冷蔵庫へ。②食品の冷蔵増保存は

10℃以下に。10℃以下では、細菌の増殖

がゆっくりとなります。（魚介類は４℃以下が

理想）

3．やっつける…大部分の細菌は熱に弱

いので加熱が大切です。①ミンチ肉等手

を加えた肉は特に中央まで十分に加熱。

②食器やまな板の消毒は熱湯や塩素系漂

白剤を利用。

また、子ども（特に乳幼児）や高齢者

は抵抗力が弱いため少量の細菌でも食中

毒にかかりやすく症状も重くなりやすいので

特に注意しましょう。（生肉・生魚等はひ

かえるようにしましょう。）

もう一度点検？食中毒の予防対策

〈作り方（2人分）〉

①じゃがいも２個と玉ねぎ１個をひと口

大に切る。

②耐熱皿に並べ塩少々とオリーブオイル

（大さじ１）、ローズマリー（１枝）を

葉をそいでふりかけ余熱2 1 0℃のオー

ブンで40分焼く。

ヘ　
リ　
コ　
バ　
ク　
タ　
ー　
ピ　
ロ　
リ　
と

除
菌　
に　
つ　
い　
て

〈シェフから一言〉

ジャガイモはカリウムを多く含んでいるのでナトリウムを排出
してくれます。また、ビタミンCを安定した形で吸収することが
できます。毎日小１個ぐらい食べましょう。

０　
０　
万
人　
と　
い　
わ　
れ　
て　
お　
り
、　
40
歳
以
上　
で　
は　

約　
80
％　
の　
人　
が　
感
染　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
こ　
れ　
は　
上

下
水
道　
が　
整　
っ　
て　
い　
な　
か　
っ　
た　
世
代　
の　
人　
が　
、　
子

供　
の　
頃　
に　
感
染　
し　
た　
た　
め　
、　
年　
と　
と　
も　
に　
高　
い　

感
染
率　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
し　
か　
し　
ほ　
と　
ん　
ど　

の　
人　
は　
、　
自
覚
症
状　
が　
な　
く
健
康　
に　
暮　
ら　
し　

て　
い　
ま　
す
。　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
の　
感
染
経
路　
は　
ま　
だ　
は　

っ　
き　
り　
し　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
が　
、　
口　
を　
介　
し　
た　
感
染　

（
経
口
感
染
）　が　
大
部
分　
と　
考
え　
ら　
れ　
て　
お　
り
、　

汚
染　
さ　
れ　
た　
食
物　
や　
水
、　
糞
便
等　
か　
ら　
感
染　

し　
た　
も　
の　
と　
推
測　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

現
在　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
の　
検
査
法　
は　
、　
数
種
類
あ　

り　
ま　
す　
が　
、　
当
院　
で　
は　
内
視
鏡
検
査　
よ　
り
採

取　
さ　
れ　
た　
組
織　
を　
用　
い　
て　
、　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
か　
ら　
作　

り
出　
さ　
れ　
た　
ア　
ン　
モ　
ニ　
ア　
を　
調　
べ　
る　
迅
速　
ウ　
レ　
ア　

ー　
ゼ　
試
験　
と　
、　
染
色　
を　
し　
て　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
の　
有
無　

を　
顕
微
鏡　
で　
観
察　
す　
る　
鏡
検
法　
で　
調　
べ　
て　
い　
ま　

す
。　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
が　
原
因　
で　
潰
瘍　
の　
再
発　
を　
く　

り
返　
し　
て　
い　
る　
場
合
、　
抗
生
物
質　
を　
含　
む　

薬　
で　
、　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
を　
退
治　
す　
る　
除
菌
治
療　

を　
行　
い　
ま　
す
。　
除
菌　
が　
成
功　
し　
た　
か　
ど　
う

か　
は　
、　
治
療
後　
４　
週
間
以
上
経
過　
し　
て　
か　

ら　
、　
検
査
薬　
を　
飲　
み　
、　
20
分
後　
に　
吐
き　
出　

さ　
れ　
た　
息　
（
呼
気
）　
を　
調　
べ　
て　
、　
ピ　
ロ　
リ　
菌　

を　
確
認　
す　
る　
尿
素
呼
気
試
験　
を　
行　
い　
ま　

す
。　
除
菌　
の　
薬　
を　
正　
し　
く
服
用　
す　
れ　
ば　
、　

約
90
％　
の　
確
率　
で　
ピ　
ロ　
リ　
菌　
の　
除
菌　
が　
成
功　

し　
、　
潰
瘍　
の　
再
発　
は　
き　
わ　
め　
て　
少　
な　
い　
こ　
と　

が　
確
認　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
の　
で　
、　
気　
に　
な　
る　
方　

は　
早　
め　
に　
検
査　
を　
受　
け　
ら　
れ　
て　
、　
治
療　
が　

必
要　
か　
ど　
う
か　
主
治
医　
と　
よ　
く
相
談　
し　
て　

下　
さ　
い　
。

（加西市歯科衛生士会）

ブラッシングのチェックを!

「むし歯を治療して、歯磨きもしているのにま

た虫歯ができた」という経験はありませんか？

磨き癖によってきちんと磨けていない部分があ

るのが原因です。磨き癖によるむし歯の発生

を繰り返さない為にも、歯科医院や町ぐるみ健

診時に正しい歯みがき指導を受けましょう。

２００２年６月号（No.４５５）

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。

μm

中
央
検
査
科
　

内
　
橋
　
津
多
子

平成13年度よい食生活をする
ための料理講習会
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２００２年６月号（No.４５５）

５
月
14
日

（火）
に
善
防
中
学
校
の

１
年
生
１
０
３
人
が
半
分
に
分
か

れ
て
、
車
椅
子
と
ア
イ
マ
ス
ク
の

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
車
椅
子
体

験
の
方
で
は
、
今
ま
で
全
く
気
に

し
て
い
な
か
っ
た
少
し
の
段
差
で

も
と
て
も
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
、

み
ん
な
必
死
で
車
椅
子
を
こ
い
で

い
ま
し
た
。
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
の

方
で
は
、
普
段
見
え
て
い
る
物
が
、

見
え
な
い
と
い
う
恐
れ
が
と
て
も

感
じ
ら
れ
て
お
そ
る
お
そ
る
歩
い

て
い
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
し
た

こ
と
を
忘
れ
ず
に
障
害
を
も
っ
た

人
を
見
か
け
た
ら
「
何
か
で
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
優
し

く
声
を
か
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
車
椅
子
に
乗
っ
た
ま

ま
乗
り
降
り
で
き
る
ワ
ゴ
ン
車

「
か
た
つ
む
り
号
」
の
見
学
も
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

●
管
理
・
取
扱
い

直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
低
温

で
換
気
の
良
い
場
所
に
置
き
ま
し

ょ
う
。

火
花
・
静
電
気
等
に
は
、
特
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

火
災
・
油
の
流
出
等
、
万
一
事

故
が
発
生
し
た
場
合
、
直
ち
に
消

防
署
・
警
察
署
に
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

通
報　
の　
遅　
れ　
が　

被
害
拡
大

車車
椅椅
子　子　
・　・　
ア　ア　
イ　イ　
マ　マ　
ス　ス　
ク　ク　
体体
験験

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

危危
険険
物　物　
の　の　
管管
理　理　
は　は　
万万
全　全　
で　で　
すす
か　か　
!!

最
近
、
市
内
で
人
的
要
因
に
よ

り
油
の
流
出
事
故
が
２
件
発
生

「
水
路
・
河
川
に
少
し
の
油
が
流

出
し
て
も
、
流
水
水
質
の
汚
濁
が

著
し
く
進
行
し
、
地
球
環
境
に
係

る
被
害
も
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま

す
。」家

庭
に
お
け
る
油
の
管
理
・
取

扱
い
、
ま
た
、
田
植
え
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
農
機
具
の
油
に
も
充
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

油　
の　
流
出
事
故　
に　

注
意

家
庭
内
の
危
険
物

ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
の
性
状

●
ガ
ソ
リ
ン

ガ
ソ
リ
ン
は
揮
発
し
や
す
く
、

蒸
気
は
低
所
に
滞
留
し
ま
す
。

火
花
、
静
電
気
で
引
火
し
ま
す

の
で
、
保
管
・
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
灯
　
油

灯
油
は
引
火
点
が
常
温
よ
り
高

い
の
で
、
通
常
の
状
態
で
は
引
火

す
る
危
険
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
熱
等
に
よ
り
液
温
が

引
火
点
以
上
に
上
が
っ
た
と
き
は
、

ガ
ソ
リ
ン
同
様
の
危
険
も
生
じ
ま

す
。 火

災
・
爆
発
に
注
意

（
善
防
中
学
校
）

オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業オイルフェンス・吸着マットを使って油の回収作業

消　防　署
緊急時　119

連絡先　42-0119

警　察　署
緊急時　110

連絡先　42-0110

陽
を
受
け
て
い
よ
い
よ
白
し
水
芭
蕉

山
一
つ
裂
き
て
大
滝
と
ど
ろ
け
り

饒
舌
の
水
と
寡
野
の
水
芭
蕉

水
芭
蕉
に
招
か
れ
一
理
の
山
の
道

激
つ
瀬
を
た
ど
れ
ば
天
よ
り
猿
尾
滝

春
愁
や
言
い
そ
び
れ
た
る
事
の
悔

石
仏
の
賽
銭
洗
う
春
時
雨

声
変
り
し
た
児
ま
だ
の
児
卒
業
歌

白
木
蓮
や
さ
し
き
雨
に
泣
き
に
け
り

一
筋
の
川
を
へ
だ
て
て
花
明
り

圓
井
み
よ
子

原
田
　
澄
子

小
路
喜
美
子

山
下
八
重
子

能
瀬
美
代
子

井
上
美
代
子

藤
井
美
八
子

多
田
み
ゑ
子

横
田
　
花
子

板
井
ち
さ
代
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２００２年６月号（No.４５５）

〔おはなし会〕7月13日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・6月20日（木）

交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

6月 16日（日） 深田医院 （下宮木町・電話49-００３０）

23日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）

30日（日） 安積医院 （西剣坂町・電話46-０３６１）

7月 7日（日） 三宅医院 （中野町・電話49-００６７）

14日（日） 徳岡内科 （北条町・電話42-０１７８）

20日（土） 天沼医院 （北条町・電話42-３６３６）

21日（日） 佐竹医院 （北条町・電話42-４０５７）

※変更になることがありますので、お確かめください。

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

７月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

７月２日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

７月４日（木）健康福祉会館

７月11日（木）農村環境改善センター・７月18日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

７月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談室

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

ぼくの夢
泉小学校５年

津　田　治　樹さん

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成14年４月生れの乳児 ６月25日（火） 午後１時～２時

《平成14年５月生れの乳児 ７月23日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成14年２月生れの乳児 ７月３日（水） 午後１時～２時

《平成14年３月生れの乳児 ８月７日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成13年１月生れの幼児 ７月９日（火） 午後１時～２時

《平成13年２月生れの幼児 ８月９日（金）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成11年５月生れの幼児 ７月16日（火） 午後１時～２時

《平成11年６月生れの幼児 ８月20日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ７月10日（水） 午後１時～２時

《８月14日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～６カ月児の保護者 ７月10日（水） 午後１時～１時30分

７～８カ月児の保護者 ８月14日（水） 午後１時～１時30分

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第2木曜日

７月18日（木） 午前９時～９時30分

《８月８日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

田中宏法
ひろのり

ちゃん（繁昌）

1歳10カ月

〈ママの一言〉

元気でやさしい子になって

ネ。
パパ・康司さん

ママ・美鈴さん

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
中国融資を回収せよ （藍　正人著）
歳三　往きてまた （秋山香乃著）
パーフェクト・カップル

（アグネス・チャン著）
輪廻 （明野照葉著）
桜桃とキリスト （長部日出男著）
あべこべ （久世光彦著）
アジアの隼 （黒木　亮著）
七人目の刺客 （早乙女　貢著）
白銀を踏み荒らせ （雫井脩介著）

北の夕鶴2/3の殺人 （島田荘司著）
溝鼠 （新堂冬樹著）
奇跡審問官アーサー （柄刀　一著）
龍時 （野沢　尚著）
サロメの夢は血の夢 （平石貴樹著）
サムライ索敵機　敵空母見ゆ!

（安永　弘著）
白鷹伝 （山本兼一著）
人間動物園 （連城三紀彦著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり
※ほんの一部です。

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　７月13日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　８月17日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

ぼくは、将来ロボットを作る人になって、

生活に便利なものを作りたいと思っています。

例えば、汚れた空気を新鮮な空気に変えて

くれるロボットを発明して、地球の空気をど

んどんきれいにしていきたいです。

ぼくの作ったロボットで、地球全体をきれ

いな空気と緑でいっぱいにすることがぼくの

夢です。
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２００２年６月号（No.４５５）下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。

問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

下
水
道
工
事
の
た
め
、
次
の
と

お
り
通
行
止
め
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
　
所

県
道
小
野
香
寺
線

（
図
参
照
）

日
　
時

規
制
時
間
は
９
時
〜
17
時

８
月
15
日

（木）
ま
で

（
下
水
管
埋
設
工
事
）

９
月
１
日

（日）
〜
30
日

（月）

（
舗
装
本
復
旧
工
事
）

規
制
対
象

車
両
全
般

開
放
日
時

休
祭
日
及
び
規
制
時

間
帯
外

問
合
先

公
共
下
水
道
課

（
電
話
42
│
８
７
６
０
）

県
道
小
野
香
寺
線
の

全
面
通
行
止
め

○　
「
く
ぼ　
た　

ま　
さ　
と　
」　
工
作
教
室

日
　
時

６
月
20
日

（木）

①
「
ビ
リ
ビ
リ
紙
工
作
」

（
３
〜
６
歳
向
け
）
午
後
５
時
〜

②
牛
乳
パ
ッ
ク
ロ
ケ
ッ
ト

（
小
学
生
向
け
）
午
後
７
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

参
加
協
力
費

１
組
１，　
５
０
０

円
（
１
人
増
５
０
０
円
）
会
員
限

定
。
家
族
も
入
会
が
必
要
。

○
第
88
回
例
会

「　
ブ　
ラ　
ス　
フ　
ェ　
イ　
バ　
リ　
ッ　
ツ　
の　
七
夕　

コ　
ン　
サ　
ー　
ト　
」

日
　
時

７
月
７
日

（日）

午
後
３
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

入
会
金

３
０
０
円
、
会
費

月

８
０
０
円
（
４
歳
以
上
）
※
３
ヶ

月
以
上
続
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

日
　
時

６
月
29
日

（土）

午
前
10
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ　
ー　
ル

講
　
師

北
川
直
英
氏
（
サ
プ
リ

加
西
市
保
育
所
連
合

保
護
者
会
合
同
研
修
会

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場　
か　
ら　

の　
お　
知　
ら　
せ

メ
ン
ト
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

演
　
題
「
21
世
紀　
を　
よ　
り
健
康　
に　

生
き　
る　
た　
め　
に
」
―
ア　
ト　
ピ　
ー　
や　
花
粉

症

キ　
レ　
る　
子　
が　
多　
い　
の　
は　
な　
ぜ
―

問
合
先

同
会
会
長
　
仲
田
千
景

（
電
話
44
│
１
１
９
９
）

対
　
象

市
内
に
住
所
が
あ
る
生

活
保
護
家
庭
、
も
し
く
は
、
そ
れ

に
準
ず
る
家
庭
で
高
校
生
の
学
資

の
支
払
い
が
困
難
な
方

支
給
額

月
額
８，　
０
０
０
円

申
込
期
限

６
月
28
日

（金）

申
込
先

学
校
教
育
課

（
電
話
42
│
８
７
７
１
）

日
　
時

７
月
28
日

（日）
①
10
時
〜

12
時
　
②
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

前
売
券

大
人
　
１，　
０
０
０
円

小
中
高
生
８
０
０
円

（
当
日
各
２
０
０
円
増
）

販
売
所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
、

市
民
会
館
、
市
内
各
公
民
館
他

問
合
先

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
電
話
43
│
０
３
６
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42

│
６
６
５
８
）

映
画
会

「　
ア　
イ　
・　
ラ　
ヴ　
・　
フ　
レ　
ン　
ズ　
」

学
資
困
難　
な　
高
校
生　
へ　

奨
学
金　
を　
支
給　
し　
ま　
す

日
　
時

７
月
20
日

（土）

午
後
８
時
〜

場
　
所

北
条
東
小
学
校
（
集
合
）

競
技
方
法

個
人
・
フ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ

団
体
・
ポ
イ
ン
ト
Ｏ
Ｌ

参
加
費

個
人
５
０
０
円
（
18
歳

未
満
は
３
０
０
円
、
当
日
は
各
３

０
０
円
増
）
グ
ル
ー
プ
（
１
人
に

付
き
）
３
０
０
円
（
小
学
生
２
０

０
円
・
当
日
持
参
）

申
込
・
問
合
先

加
西
Ｏ
Ｌ
Ｃ
事

務
局
　
担
当

井
上
正
和
（
電
話

42
│
１
１
７
４
）

日
程
・
費
用

�
７
月
７
日

（日）

１
６，　
２
１
０
円

�
７
月
８
日

（月）
・
９
日

（火）

１
１，　
２
１
０
円

※
金
額
に
は
プ
レ
ー
フ
ィ
ー
・
参

加
料
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
料
・
ゴ
ル
フ

振
興
基
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
３
名
の
場
合
キ
ャ
デ
ィ
フ
ィ
ー

１，　
０
０
０
円
増
）

参
加
資
格

市
内
在
住
ま
た
は
通

勤
さ
れ
る
方
を
優
先

加
西
市
後
援

市
民　
ふ　
れ　
あ　
い　
ゴ　
ル　
フ　
コ　
ン　
ペ

第
２
回
　
加
西　
ナ　
イ　
ト　

オ　
リ　
エ　
ン　
テ　
ー　
リ　
ン　
グ　
大
会

折り込みチラシに「ダイエット茶を全部飲んでもやせな

かったら全額返金する」とあったので注文した。飲み終え

ても効果がないので返金を求める電話をかけたがつながら

ない。

このような場合、広告に「全額返金」とあっても、小

さく書いてある細かい条件に全部あてはまらなければ返金

されないことが多いようです。

ほかに「未開封分しか返金されない」とか「注文後何度

も他商品の勧誘電話がかかる」といった苦情もあります。

また、返金される際の手続きで保険証や住民票の写し

を提出させる場合もあるようです。必要以上に自分の情報

を教えないようにしましょう。

今後は、返金や返品の条件をよく確認してから申し込み

ましょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階　電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「全額返金」うのみは禁物

ハナサク

Ｑ

Ａ

再生修理会
日　時 ７月１日（月）

午前９時～午後４時

受　付 午前９時～12時

場　所 兵庫みらい農協北条支店

対　象 包丁、ハサミ、靴、洋傘等

問合先 くらしと生活を守る会

事務局（電話42-８７３１）



募
集
人
数

各
日
共
、
30
組
１
２

０
名
（
先
着
順
）

予
約
方
法

電
話
に
て
ス
タ
ー
ト

の
時
間
を
確
認
く
だ
さ
い
。
申
込

用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
左
記
ま
で

申
込
先

〒
６
７
５
│
２
４
６
２

別
所
町
６
８
３
│
２
４
　
オ
ー
セ
ン

ト
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

″　市
民
ふ
れ
あ

い
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
″
係
（
電
話
45
│

１
５
１
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
１
６
６
６
）

住
宅
の
耐
震
性
に
つ
い
て
診
断

を
行
い
防
災
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
、
耐
震
診
断
を
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
診
断
結
果
は
、

耐
震
補
強
の
目
安
だ
け
で
は
な
く
、

建
物
の
健
康
診
断
に
も
利
用
で
き

ま
す
。

対
象
物
件

昭
和
56
年
５
月
以
前

着
工
の
住
宅

予
定
戸
数

１
０
０
戸

診
断
費
用

無
料

（
国
・
県
・
市
が
負
担
）

申
込
対
象
者

住
宅
の
所
有
者

申
込
・
問
合
先

都
市
計
画
課
建

築
係
（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

│　
わ　
が　
家　
を　
地
震　
か　
ら　
守　
ろ　
う　
│

無
料
耐
震
診
断
実
施
中

テ
ー
マ

書
道
で
学
ぶ
日
本
の

心
・
簡
単
英
会
話
で
真
の
国
際

人
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
料
理

募
集
人
員

40
名
（
先
着
順
）

期
　
間

７
月
６
日

（土）
か
ら
11
月

16
日

（土）
で
計
10
回
（
毎
月
第
１
・

３
土
曜
を
予
定
）
午
後
２
時
〜
４

時
※
料
理
教
室
の
場
合
は
午
前
11

時
か
ら

会
　
費

３，　
０
０
０
円

※
料
理
材
料
費
は
別
途

申
込
締
切

６
月
24
日

（月）

申
込
・
問
合
先

北
条
高
校
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
係

（
電
話
48
│
２
３
１
１
）

７
月
は
河
川
愛
護
月
間
で
す
。

７
月
７
日
は
「
川
の
日
」
で
す
。

川
は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
大
切
な
財
産
で
す
。
川

に
ゴ
ミ
を
捨
て
た
り
、
汚
水
を
流

し
た
り
、
ま
た
こ
の
度
の
よ
う
な

油
流
出
事
故
が
発
生
し
ま
す
と
、

流
水
水
質
の
汚
濁
が
著
し
く
進
行

し
、
生
活
環
境
に
係
る
被
害
等
が

７
月
は
河
川
愛
護
月
間

│
北
条
高
校　
コ　
ミ　
ュ　
ニ　
テ　
ィ　
カ　
レ　
ッ　
ジ　
│

「
地
域
に
広
が
る
他
文
化

理
解
・
自
文
化
理
解
」

発
生
す
る
と
と
も
に
、
生
息
し
て

い
る
魚
類
へ
も
大
き
な
影
響
が
生

じ
ま
す
。
み
ん
な
の
川
を
み
ん
な

の
手
で
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

生
活
安
全
課

（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

★
綾
戸
智
絵　
ラ　
イ　
ブ　
コ　
ン　
サ　
ー　
ト

日
　
時

７
月
13
日

（土）
18
時
開
演

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

チ　
ケ　
ッ　
ト　
販
売
場
所

市
民
会
館
、

市
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

チ　
ケ　
ッ　
ト　
料
金

６，　
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
４，　
０
０
０
円
）
全

席
指
定

★
第
１
回
シ
ネ
マ
加
西

モ
ン
ス
タ
ー
ズ
・
イ
ン
ク

日
　
時

６
月
22
日

（土）

午
前
10

時
・
午
後
２
時
　
２
回
上
映

場
　
所

市
民
会
館
文
化
ホ
ー
ル

チ　
ケ　
ッ　
ト　
販
売
場
所

市
民
会
館
ほ
か

チ　
ケ　
ッ　
ト　
料
金

一
般
１，　
０
０
０

円
（
当
日
１，　
２
０
０
円
）

４
歳
〜
高
校
生
及
び
60
歳
以
上

５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）

問
合
先

市
民
会
館

（
電
話
43
│
０
１
６
０
）

市
民
会
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

17
２００２年６月号（No.４５５）

特
例
給
付
・
法
附
則
第
８
条
給

付
の
受
給
者
は
、「
厚
生
年
金
に
加

入
し
て
い
る
」
こ
と
が
条
件
で
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
退
職
等
に
よ
り
厚
生
年

金
の
資
格
を
喪
失
さ
れ
た
場
合
は
、

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
「
受
給
事
由
消

滅
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
手
当
を
返

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先

社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係
（
電
話
42
│
８
７
２
６
）

◎
特
例
給
付　
・　
法
附
則
第
８　
条

給
付　
を　
受
給　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
へ

児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
就
学

前
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
額

が
所
得
制
限
限
度
額　
を　
超
え　
る　
場

合　
に　
は　
、　
手
当　
は　
支
給　
さ　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

昨
年
度
「
所
得
オ
ー
バ
ー
」
と

判
定
さ
れ
た
方
で
も
、
平
成
13
年

中
の
所
得
額
・
扶
養
人
数
に
よ
っ

て
今
年
度
（
平
成
14
年
６
月
〜
）

は
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
請
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

児
童
手
当
の
額
（
月
額
）

●
第
１
子
・
第
２
子

５，　
０
０
０
円

●
第
３
子
以
降１

０，　
０
０
０
円

「
現
況
届
」
の
手
続
は
お
済
み
で

す
か
。
ま
だ
の
方
は
、
６
月
30
日

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
未
提
出
の
場
合
は
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。 ◎

児
童
手
当
受
給
者　
の　

み　
な　
さ　
ん　
へ

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て

児
童
手
当　
て　
に　
つ　
い　
て



医　療　機　関（TEL・50音順）
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○
風
疹
予
防
接
種

風
疹
予
防
接
種　
の　
対
象
者　
・　
実
施

時
期
等　
が　
次　
の　
通　
り
変
更　
と　
な　
り　
ま　

し　
た　
。　
次　
の　
対
象
者　
で　
、　
ま　
だ　
予
防

接
種　
を　
受　
け　
て　
い　
な　
い　
方　
は　
な　
る　
べ　
く

早　
く
予
防
接
種　
を　
受　
け　
ま　
し　
ょ　
う
。

対
象
者

・
昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
10
月
１

日
生
ま
れ
の
方
（
今
年
３
月
に
通

知
書
と
予
診
票
を
郵
送
）

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
（
事
前

に
健
康
長
寿
課
で
予
診
票
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
）

※
但
し
、
今
ま
で
に
風
疹
ま
た
は

Ｍ
Ｍ
Ｒ
（
風
疹
・
麻
し
ん
・
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
混
合
）
の
予
防
接
種

を
受
け
た
方
は
除
く
。

接
種
回
数

１
回

実
施
時
期

平
成
15
年
９
月
30
日

（月）
ま
で

○
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
予
防
接
種

乳
幼
児
期
の
接
種
に
よ
る
抗
体

は
弱
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ⅱ

風
疹
予
防
接
種
の

お
知
ら
せ

要
予
約

持
っ
て
来
る
物

母
子
健
康
手
帳

・
予
診
表
（
二
種
混
合
の
予
診
票

は
指
定
医
療
機
関
の
窓
口
に
あ
り

ま
す
）

※
加
西
病
院
の
接
種
時
間
は
毎
週

木
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30

分
で
す
。
小
児
科
外
来
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

「
た
ば
こ
は
身
体
に
悪
い
!

」
と

わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど
や
め
ら
れ

な
い
方
、
ま
た
は
、「
た
ば
こ
を
や

め
た
い
!

た
ば
こ
を
や
め
よ
う
!

」

と
決
心
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
禁

煙
教
室
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
室
は
、
来
所
２
回
・
電
話
３
回

の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
な
た
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
る
保
健
師
が
禁
煙
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

日
　
時

７
月
５
日

（金）

19
時
30
分
〜
21
時

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
　
象

禁
煙
に
関
心
の
あ
る
20

歳
以
上
の
方

内
　
容

○
医
師
に
よ
る
講
話
『
た
ば
こ
が

禁
煙
教
室

に
参
加
し
よ
う
!

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

身
体
に
及
ぼ
す
影
響
と
禁
煙
効
果

に
つ
い
て
』

○　
『
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度
測

定
』　
・　
『
尿
中
ニ
コ
チ
ン
濃
度
測
定
』

等
、
た
ば
こ
が
自
分
の
身
体
に
ど

れ
く
ら
い
影
響
し
て
い
る
か
を
確

認
し
な
が
ら
、
た
ば
こ
の
害
に
つ

い
て
の
認
識
を
深
め
、
禁
煙
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

※
参
加
希
望
の
方
は
、
下
記
連
絡

先
へ
６
月
25
日

（火）
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

ふ
る
さ
と
加
西
に
つ
い
て
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？
　

日
　
時

７
月
６
日
、
８
月
17
日
、

９
月
７
日
、
10
月
５
日
、
11
月
２

日
（
全
て
土
曜
日
　
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
）

※
受
講
後
希
望　
に　
よ　
り
現
地
視
察
あ　
り

場
　
所

市
民
会
館
視
聴
覚
室

学
習
内
容

加
西　
の　
歴
史
、　
地
名
、　

伝
統　
・　
行
事
、　
石
仏
、　
ま　
ち　
づ　
く　
り
等

受
講
料

無
料

申
込
締
切

６
月
28
日

（金）

申
込
・
問
合
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

市
民
教
養
講
座
「
加
西
学

講
座
」
追
加
受
講
生
募
集

期
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に

よ
り
再
び
抗
体
が
強
く
な
り
病
気

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者

小
学
６
年
生

料
　
金

無
料

実
施
時
期

７
月
〜
８
月

※
予
防
接
種　
は　
、　
住
民
票　
の　
あ　
る　
住
所

地　
で　
受　
け　
る　
こ　
と　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。

実
施
場
所
等

指
定
医
療
機
関

（
次
表
参
照
）
で
診
療
時
間
内
に
。

ただ今、税務課職員が家屋調査に巡回
中です。

家屋調査にご理解とご協力をお願いしま
す。

☆問合先 税務課資産税係（電話42-8713）

家家屋屋調調査査ににつついいてて

２００２年６月号（No.４５５）

市県民税普通徴収全期・第１期分の納期限は

77月11日（月）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

（口座振替のおすすめ）納税は口座振替制度をご利用されます
と便利です。口座振替のお申し込みは金融機関で行っています。

問合先 税務課（電話42-8712）

平成14年度

あ さ じ 医 院 �0225

安 積 医 院 �0361

天 沼 医 院 �3636

荒 木 医 院 �9711

大杉内科医院 �0023

小 野 寺 医 院 �3737

おりた外科胃腸科 �6000

小 橋 医 院 �0412

佐 竹 医 院 �4057

さたけ小児科 �1717

市立加西病院 �2200

田仲クリニック �4950

玉 田 医 院 �0066

つつみ神経内科 �2050

徳 岡 内 科 �0178

西 村 医 院 �0001

深 田 医 院 �0030

みのりクリニック �8470

三 宅 医 院 �0067

横田内科医院 �5715

米 田 病 院 �3591



市内で造った製品を市内で買いましょう。19

お く や み

桑原　ぶん 95 榮　三 吉　野
泰永　良保 45 千恵子 河　内
石目あさ子 85 忠　之 東高室
板井　信男 67 久　弥 網　引
岩佐　テル 88 勝 豊　倉
柴田　幾治 88 猛　義 常　吉
藤田　源次 92 義　隆 窪　田
森川　真紅 37 亨 鶉野上
藤原　米吉 90 一　夫 網　引
小谷喜代一 66 俊　次 鎮　岩
杉井　寛子 43 貞　昭 甲和泉
大西　けい 88 登 西　南
玉田　正己 77 冨田孝生 上若井
仁尾　春雄 93 功 河　内
原田　秀子 72 恒　雄 満　久
北川　義一 88 公　一 馬渡谷
藤原とら江 87 孝　廣 大　内
東一としゑ 82 泰　司 西笠原
内山登史子 71 繁 福　吉
小塩　俊子 82 昭一 本　町
芝田いさゑ 85 瀬戸孝司 上　野
東郷コトヱ 76 佐　敏 大　村
松井　作治 86 省　三 鶉野南
仲井　福次 81 修 桑原田
西村　磯治 86 貢 別府西
吉田　耕三 86 彰　司 栄
友重つやこ 83 増　己 殿　原
高橋　　茂 63 浩 東高室
待元　春夫 78 俊　雄 王　子

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（５月31日受付分まで・敬称略）

勤
務
、
通
学
し
て
い
る
方

参
加
費

１
人
３
０
０
円
（
傷
害

保
険
料
・
参
加
賞
含
む
）

競
技
方
法

予
選
会
の
部
（
県
大

会
予
選
も
兼
ね
る
）
は
ト
リ
プ
ル

ス
と
ダ
ブ
ル
ス
で
行
う
。

※
各
部
と
も
48
チ
ー
ム
ま
で

申
込
・
問
合
先

〒
６
７
５
│
２

３
９
５
加
西
市
教
育
委
員
会
内

北
播
磨
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
ペ
タ
ン

ク
大
会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
７

３
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
１
８
０
３
）

疥
癬
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
正

し
い
知
識
を
深
め
、
よ
り
良
い
介

護
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

７
月
11
日

（木）

午
後
３
時
よ
り

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

２
階
「
研
修
室
１
」

講
　
師

東
川
俊
昭
先
生

（
東
川
皮
膚
科
院
長
）

参
加
者

医
療
、
介
護
従
事
者
及

び
介
護
者

問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会

（
電
話
42
│
６
７
２
２
）

む　
し　
博
士
に　
よ　
る　
講
演
会

「
正
体　
を　
知　
っ　
て　
疥か

い

癬せ
ん

退
治
」

死亡者 年齢 喪主 町名

加西市への寄付

○北条 酒見寺 1万円

（地域福祉寄付金として）

○介護用品製作グループ「たんぽぽの会」

（地域福祉寄付金として）1万5500円

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○小野工業高等学校同窓会加西支部

（チャリティゴルフより） 2万円

○牡丹 1万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○本町 竹本幸夫 1万5000円

○匿名 2万円

○美心 2万円

○匿名 1万円

○株式会社　本陣 1万658円

○匿名 1万円

善意の花束

２００２年６月号（No.４５５）

（受付順　敬称略）

「
外
国
人
労
働
者
の
適
正
な
雇

用
・
労
働
条
件
の
確
保
と
不
法
就

労　
の　
防
止　
に　
ご　
理
解　
と　
ご　
協
力　
を　
!

」

雇
用
管
理
等
諸
問
題
に
つ
い
て

は
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
外
国
人

雇
用
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
が

あ
り
、
各
事
業
所
の
雇
用
管
理
の

実
態
に
応
じ
た
相
談
・
援
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

問
合
先

西
脇
公
共
職
業
安
定
所

（
電
話
０
７
９
５
│
22
│
３
１
８
１
）

日
　
時

７
月
14
日

（日）
９
時
〜

※
雨
天
21
日
（
日
）

場
　
所

北
条
東
小
学
校

対
　
象

北
播
磨
地
域
に
居
住
、

北
播
磨　
ふ　
れ　
あ　
い　
の　
祭
典

ペ
タ
ン
ク
大
会

６　
月　
は　
外
国
人
労
働
者

問
題
啓
発
月
間　
で　
す

市内で1箱2 5 0円のタバコを購入すると、約5 3円が税金として市

に入ってきます。また、市内でゴルフを行うとゴルフ場利用税の

70％（560～840円）が市に交付されます。

★問合先 財務管理部財政課（電話42-8710）

タバコは市内で買いましょう
ゴルフは市内で行いましょう

― 13年度収入額 ―
市 た ば こ 税 327,748千円

122,000千円ゴルフ場利用税



20■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H14.5.31現在（前月比）
人　口／ 51,805（－20） 世帯数／ 16,169（＋ 6）

男　／ 25,102（－ 6） 女　／ 26,703（－14）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

―
環
境
保
護　
の　
観
点　
か　
ら　
―

広
報
紙　
に　
大
豆　
イ　
ン　
キ　

を
使
用　
し
綴　
じ
穴　
を

や　
め　
ま　
し　
た

広
報
か
さ
い
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
に
大
切
な
情
報
を
掲
載
し
、

毎
月
各
自
治
会
等
の
ご
協
力
に
よ

り
配
布
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
毎
月
約
６
０
０　
kg
の

紙
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
の
も

事
実
で
す
。
以
前
か
ら
、
ペ
ー
ジ

数
の
削
減
や
１
０
０
％
再
生
紙
の

使
用
等
、
環
境
保
護
の
観
点
か
ら

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

５
月
号
か
ら
は
、
大
豆
イ
ン
キ
の

使
用
を
開
始
し
併
せ
て
綴
じ
穴
を

や
め
ま
し
た
。

大
豆
イ
ン
ク
は
印
刷
後
の
乾
燥

時
に
有
害
物
質
の
発
生
が
少
な
く
、

紙
を
あ
ま
り
傷
め
ず
に
再
生
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
綴
じ
穴
に
つ
い

て
は
、
穴
の
部
分
の
紙
が
ゴ
ミ
と

な
り
再
生
で
き
ま
せ
ん
。
美
バ
ー

ス
デ
ー
等
を
通
じ
て
古
紙
の
再
生

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
広
報
か
さ

い
を
綴
じ
て
保
存
い
た
だ
い
て
い

る
方
々
に
は
、
お
手
数
で
す
が
、

各
自
で
綴
じ
穴
を
あ
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

２００２年６月号（No.４５５）

�

★日　　時 7月28日（日）9時30分～

★場　　所 アクアスかさい及び周辺

─ 参加募集種目 ─

〔泥んこバレー〕泥田でバレーを楽しみます。

★チーム構成 1チーム4名以上（先着54チーム募集）

★参 加 費 1チーム 3,000円

「ホップ! ステップ! ジャンプ!」～泥田を跳べ～

棒高跳びと幅跳びをあわせたゲームで飛距離を

争います。

「落ちたら地獄! 尻ずもう」

泥田の特設台上で行う勝ち抜き尻相撲

★参 加 費 1人300円

★申込方法 出場種目、代表者名、バレーはチーム

名、郵便番号、住所、電話番号を明記

して郵送、FAX、または電話で。

えんどれす泥ろんぱ ―市制35周年記念自主事業―

ええっっ!!  泥泥んんここババレレーーワワーールルドドカカッッププ

～ 加西市青年連絡会えんどれす10周年記念事業 ～

再再来来ええんんどどれれすすオオーールルナナイイトトキキッッククベベーーススボボーールル大大会会

★問合・申込先 加西市青年連絡会えんどれす事務局

〒675-2395 加西市教育委員会内（電話42-8775 FAX43-1803）

★日　　時 8月17日（土）19時30分～18日（日）12時30分

★場　　所 加西球場

★チーム構成 6名編成（12名まで出場可）

★参 加 費 1チーム 4,000円

─ 部　門 ─

・ファイター部門……燃えるキックのつよ～いチーム

・エンジョイ部門……キックを楽しみたいチーム

・ファミリー＆ジュニア部門……3家族以内で構成されるチーム、小学生で構成するチーム

★参加資格 市外を問わずえんどれす10周年を祝っていただける方

★申込方法 参加申込書に返信用ハガキを添えて持参または郵送（電話・FAXは不可）

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
編集／企画総務部秘書広報課 電話0790-42-8701 FAX0790-43-0291


